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1　研究の背景と目的

1.1　保育者養成における音楽表現活動と楽譜の役割
　本研究では、音楽表現活動における学生間の音楽的
イメージを共有することを目的とした記譜法の開発を
目的とする。
　音楽において、楽譜は重要である。一般的な五線に
よる楽譜には拍子、音高、リズム、楽語などが記され
る。我々はそれら楽譜の規則－記譜法の知識を身に付
けることによって楽譜を読み、その楽曲を理解し、演
奏することができる。保育者養成校（以下、養成校）
においても様々な音楽表現活動の場面で楽譜が用いら
れ、学生にはそれに応じた「読譜」のための知識が必
要となる。ピアノ演奏や弾き歌いのレッスンなどでは
正確な読譜に基づいた演奏が求められる。それに対し
て即興演奏による自由な音楽表現活動においては、通
常の五線による楽譜の代わりとして図形楽譜（記号や
図形を用いた楽譜）が用いられる場合もある。図形楽
譜の読譜には、図形から受けたインスピレーションに
基づく即興性が重視される。

1.2　音楽的イメージを他者に伝える「記譜」
　一方で、楽譜には「記譜」―音楽的イメージを他者
に伝えるための手段―として発展してきた側面があ
る。西洋音楽において、もともとローマ聖歌時代の記
譜法は口頭伝承のための記憶の補助手段として考えら
れ、音程やリズム、唱法などを示すのみであった。そ
れが17世紀になり近代的な拍節組織による音楽が生ま
れ、現在の記譜法の基礎が作られた1。また記譜法は時
代や文化の違いによっても異なり、現代においても邦
楽における伝統的な記譜やギターのタブ譜など、数字
を用いて音やフレットの位置を表す記譜法も五線と同
様に用いられている。

　そのような楽譜の持つ「記譜」としての特性は、舞
台創作活動などにおいて学生の音楽的イメージやアイ
ディアの共有方法として応用できると考えられる。そ
こで本研究では、養成校に通う学生が自身の音楽的イ
メージを記譜し、互いに共有できる手法の開発を目指
す。

2　舞台創作活動と音楽的イメージの共有

2.1　舞台創作活動における音楽の役割
　現在、多くの養成校において、舞台創作を通した総
合表現教育が実践されている。それらの活動において
は、数人のグループから数十人のクラス全体まで規
模は様々であるが、いずれも複数の学生の共同作業に
よって一つの舞台作品を作り上げていく。グループ活
動では、個人による活動と異なりその制作過程におけ
る学生相互のイメージの共有が作品全体の出来に大き
く影響する。小島（1989）は「表現」について「内な
るものを外界へと表すこと」と定義し、「外界と自己
との相互作用の過程でのズレすなわち問題を感じ、そ
の解消を求めて外界に働きかけるということの繰り返
し」による問題解決の過程であり、「他者との関わりに
よって「表現」の過程は滞らず進行する」と述べてい
る2。そのため学生たちは、舞台創作過程において演技
や歌唱の練習に比べ、イメージの共有により多くの時
間を費やし作品の完成度を高めていく。
　養成校によって舞台創作活動の内容は様々である
が、その中で「音楽の創作」についてはあまり重視さ
れていないように感じることがある。音楽の創作でな
く、既製の楽譜やCDの音源などが用いられる場合も
ある。また全て学生のオリジナルによる作品において
も、台本作りから台詞の読み合わせ、立ち稽古、衣装・
大道具・小道具作りなどに追われ、公演近くになって
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慌ててBGMや効果音を探す学生の姿も見られた。し
かしミュージカルにおける歌唱だけでなく、音楽が中
心でない劇作品においても音や音楽の果たす役割は大
きい。BGMや効果音の選択と鳴らすタイミング、鳴
らし方次第で観客に全く異なった印象を与える。その
ため舞台創作活動においては、セリフ回しや演技と共
に学生間の音楽的イメージの共有も重要であると言え
る。しかし、様々なことを同時進行的に行う舞台創作
活動において、その上さらに音楽的イメージの共有
を考えて全体を構成することを求めることは、学生に
とっても難しい。そこで舞台創作活動を行う前の段階
において、予め学生に音楽的イメージを共有する経験
をさせることが有効であると考えられた。

2.2　物語の世界を音楽で表現する活動
　筆者は2003年度より、養成校における領域「表現」
教育に関する授業のまとめとして、物語の世界を音や
音楽で表現する活動を実践している3。授業では保育
における領域「表現」についての理解とともに、聴覚
を中心とした五感の融合・往還によって学生の感性・
創造性・想像力の育成を目指す。本学では2年次後期
に開講される。そして3年次前期に開講される「基礎
技能2A」授業では、舞台創作活動を行う。「わくわく
シアター」と題して、学生による出演だけでなく、台
本作りから音楽、舞台美術に至るまで全て学生のオリ
ジナルによる舞台作品を創作する。完成した舞台作品
は、近隣の幼稚園などにおいて幼児を対象とした公演
を実施し発表する。
　筆者が本学に着任した2014年度からは、「保育内容
研究・表現」授業における物語の世界を音や音楽で表
現する活動を3年次の舞台創作活動へ繋げる準備とし
ても位置付けた4（表1）。

2.3　舞台発表における課題
　絵本や物語を題材としてそのイメージを音や音楽で
表現する活動では、のろさかん作「あまだれピアノの
ぼうし」の第1話「かたつむりのうた」を用いて、グ
ループごとに朗読と音・音楽による舞台発表を行う。
舞台発表は読み聞かせのスタイルを取りながらも音や
音楽が主体となり、全体を一つの音楽作品として表現
することを意図している。学生たちは文章から情景や
登場人物の感情・動き・音などを想像し、そのイメー

ジを楽器や自身の体を用いた音や音楽で表現する5。
　これまでの実践における課題の一つとして、学生の
表現が練習時と発表時で異なっていたことが挙げられ
る。この活動においては、筆者は即興的な音楽表現で
はなく試行錯誤により作り上げられた表現を求めてい
る。本学着任以前、A大学における実践で、筆者は絵
本を印刷したものを台本として学生に配付し、音を鳴
らすタイミングなどは台本に直接記入させた。また具
体的な音のアイディアや奏法、演出などは別紙に記入
させ、グループ内の共通理解を図った。そして舞台発
表では、学生は台本を見ながら発表を行った。
　その結果、グループごとに様々なイメージが音や音
楽による多彩な響きによって表情豊かな表現が見られ
た一方で、舞台上で学生同士が顔を見合わせ戸惑う様
子など、十分な練習を重ねているにもかかわらずコ
ミュニケーション不足に起因すると考えられる舞台発
表も見られた。

2.4　記譜による音楽イメージの共有
　舞台上における学生同士のコミュニケーションは、
音楽的には一種のアンサンブル―合奏―として捉える
ことができる。例えば、朗読と楽器や各楽器間におけ
るタイミングや音楽的イメージが合わず、打ち合わせ
と異なるタイミングで音を鳴らしたり、ちぐはぐな表
現になることが考えられた。一般的な音楽における合
奏では「楽譜」によって各奏者間のコミュニケーション
が媒介されるのに対し、物語を音や音楽で表現する活
動においては、学生たちは台本を手掛かりに互いの表
現を聴き合い、間やタイミングを図る。そのため台本
に書かれた情報の量と正確性が重要になる。事前に十
分な打ち合わせと練習を重ねていても、台本への書き
込み不足により結果として表現が行き当たりばったり
となった可能性が考えられた。また台本についても、
行間や余白だけでは演奏に必要な情報を書き込むのに
十分なスペースがあるとは言えなかった。
　そのためこれまでのように台本をそのまま楽譜とし
て用いるのではなく、楽譜としての台本―音楽的台
本―を新たに作成する必要が生じた。それには伝統的
な西洋音楽の記譜法に頼らず、音楽的イメージを共有
するための独自の「記譜」法の開発が求められた。な
ぜなら養成校に通う多くの学生は音楽の専門的な教育
を受けておらず、音楽的イメージを楽譜として表現す
るために必要な「記譜」の知識を持ち合わせている学
生はごく稀だからである。そこで本研究においては、
音楽表現活動などにおいても広く用いられる「図形楽
譜」に着目した。

表1　2年次と3年次における授業科目と内容

授業科目 授業内容

2年次後期 保育内容研究
・表現

音楽表現を中心とした五感
の融合・往還

3年次前期 基礎技能2A 舞台創作活動（劇やミュー
ジカルなど）
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3　�音楽的イメージの共有を目的とした独自の
記譜法の考案

3.1　図形楽譜について
　図形楽譜（Graphic Notation）は1950年代にJ.ケー
ジやM.フェルドマンらによって用いられ、偶然性を
取り入れた実験的な音楽や1980年代に起こったサウン
ド・アート、また様々な音楽教育法などにおいても応
用されている6。図形楽譜の主な特徴として、図形の解
釈と具体的な音の選択は奏者に任されることが多いこ
とにある。図形や線の色、形、大きさなどからどのよ
うに音を想像し表現するか、そのプロセスによって多
様な音楽が生まれる可能性があり、保育現場や養成校
における表現教育手法の一つとしても取り入れられて
いる。
　このように図形からイメージして音で表現するプロ
セスは、図形楽譜を元にしたアウトプット―“読譜”
―として捉えることができる。しかし先行研究におい
て、そのような図形楽譜の“読譜”に比べ、イメージ
をどのように図形の色、形、大きさ、配置などによっ
て表すか、というインプット―“記譜”―の視点から
なされたものは多くない。

3.2　図形楽譜を用いた音楽表現教育
　前述のように、図形楽譜は養成校や保育現場におけ
る音楽表現教育に応用されている。視覚イメージと聴
覚イメージを行き来することにより感覚の融合・往還
を図る活動は、学生の感性・創造性・想像力を養う音
楽表現活動としても実践しやすい。音や音楽のイメー
ジを描画で表現する活動による教育実践は、養成校に
おいても取り入れられている。その中で岡林ら（2012）
は楽曲を聴いて音のイメージを色や形で表現する課題
を通して、図形楽譜を思わせる描画作品を創作してい
る7。

3.3　グラフィック・スコア（図形総譜）の考案
　音楽的イメージを共有するための楽譜の表記法につ
いて、図形楽譜と五線の融合によるグラフィック・ス
コアi（Graphic Score）―図形総譜―による表記法を考
案した（図1）。一般的な図形楽譜（Graphic Notation）
においては、図形を元にした自由で創造的な音楽表現
を目指している。それに対して、本研究の目的は音楽
的イメージの再現性を重視した表記法の開発であり、
混同を避けるため両者を区別した。また総譜とは楽曲
における全てのパートを一目で見渡せるように縦に並
べた表記法を指す8ことから、音楽的台本とも言える。
物語の世界を音や音楽によって表現する活動におい
て、学生が朗読と互いの音楽表現を聴き合いながら発
表を行うためには、文章と音楽表現のための具体的イ
メージや奏法を一覧することのできる台本作りが必要

である。
　本研究において考案されたグラフィック・スコアで
は、中央に大きな矢印が左から右へ引かれ、その下方
には五線が4段配置されている。またページの右上に
グループ名を、左上にはページ番号と朗読のための文
章が表記されている。
　楽譜と台本とを融合するに際して、まず1ページに
どの程度の情報量を表記するかが問題となった。これ
までの実践においては朗読用の台本を拡大して音楽表
現のための台本として用いたが、音楽的イメージを書
き込むためのスペースが十分ではなかった。そこでグ
ラフィック・スコアにおいては、1文ごとにページを
分けることによってより多くの情報を書き込むことが
できるように工夫した。

3.4　音楽的イメージの表記の仕方
　中央の矢印は楽譜の読み方を示すとともに、時間的
な進行を表す。一般的な五線による記譜法に倣って左
から右へと総譜を読むように規定したことで、学生が
文章と音楽的イメージを合わせて読みやすいであろう
と考えられた。
　矢印の上部には、表現する文章を手書きする。朗読
の“間”は読み手によって異なり、重要な表現の一つ
である。手書きされた文章の周りには、音楽的イメー
ジを絵や図形、言葉、オノマトペなどを用いて自由に
書き込む。また音を鳴らす始まりや終わりのタイミン
グ、長さや時間的変化などについて、どの位置に書き
込むかによって朗読に対する時間的関係性を把握でき
るようにする。
　日常的に楽譜を書くことに慣れていない多くの学生
にとって、自身の音楽的イメージを五線上に音符で表
記することは容易ではない。また何とか五線に表して
も、書かれた音やリズムが必ずしも学生自身の音楽的
イメージを正確に表しているとは限らない。音楽的イ
メージが記譜の知識の多寡によって制約を受け、結果

図1　�グラフィック・スコア（図形総譜）―「かたつむり
のうた」冒頭部
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として学生の音楽表現をも狭めてしまうことになると
言える。それに対して、音のイメージを色や形などで
表現することは、五線による表記が苦手な学生にも比
較的抵抗が少ない。水谷・麓（2014）では、音の要素
（高さ、大きさ、長さ、リズム、旋律の動き）などを注
意深く聴きながら、そのイメージを豊かに描画で表現
する学生の様子が見られた9。グラフィック・スコアに
よる記譜では、五線よりも画面上に自由に絵・図・線
などを書き込めるような表記法が適していると考えら
れた。ただし場合により具体的に音を記す必要もある
ため、補助的に五線を配置した。五線部分にはメモ的
に短い音型を書いたり、また大譜表やアンサンブルの
楽譜を書くこともできるように小節線などは予め記入
しないこととした。

4　�グラフィック・スコア（図形総譜）を用い
た舞台発表

時期：2014年12月〜2015年1月
方法： 朗読と音楽表現による舞台発表を行い、その過

程においてグラフィック・スコアを作成するこ
とにより音楽的イメージの共有を図った。

対象：「保育内容研究・表現」受講学生（21名）
　幼児教育選修学生を対象とした「保育内容研究・表

現」の授業において、のろさかん作「あまだれピアノ
のぼうし」を題材として、物語の世界を朗読と音や音
楽によって表現する舞台発表を行った。受講学生22
名を5〜6名ずつの4グループに分けた。発表のための
“音探し”の活動10として4回分を充て、半期の最後の
授業においてグループごとに発表を行った。
　グラフィック・スコアの用紙をグループごとに1部
ずつ配付した。グラフィック・スコアへの表記の仕方
について、参考例を配付し説明した。音楽イメージや
音楽表現のアイディア、具体的奏法などを書き込むよ
うに伝え、完成したグラフィック・スコアをグループ
全員にコピーするとともに一部を提出させた（図2）。
舞台発表では一人一台ずつの譜面台にグラフィック・
スコアを置き、それを見ながら朗読おおよび音楽表現
を行った。

5　結果と考察

　グループごとに提出されたグラフィック・スコアを
元に分析と考察を行った。
　グラフィック・スコアにおける4つのグループそれ
ぞれの書き込み数は、最も多いグループで386個、最
も少ないグループでは143個であった。これらは大き
く「言葉」「絵・図形」「楽譜」の3つの項目に分類され

図2　学生によるグラフィック・スコアの表記例
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た。さらに「言葉」は「担当者名」「楽器名」「イメー
ジ・説明」「奏法の指示」「オノマトペ」に、「絵・図
形」は「楽器の絵」「音のイメージ」「間の指示」「タイ
ミング・音の長さ」「奏法・音型」に分類され、「楽譜」
は「音符」「リズム」「記号」の小項目にそれぞれ分類
された（表2）。グループによって差はあるが、全体的
に言葉による表記が最も多い傾向にあり、次いで絵や
図形による表記、楽譜による表記の順であった（表3）。
その理由として、殆どのグループにおいて朗読や楽器
の担当者名および使用する楽器名を細かく表記してい
たことが挙げられる。しかし音楽表現についての具体
的な表記に関して見ると、各グループによって表記の

仕方が大きく異なった。Aグループでは言葉による奏
法や音楽的イメージの表記が多く、音型については音
符（音高のみ）を用いた表記が多かった。Bグループで
は音を鳴らすタイミングや長さを指示する線や図形が
多く、言葉による表記でもオノマトペを多用していた
ことが特徴的であった。Cグループでは対照的に、言
葉による表記が他のグループに比べ特に少ない反面、
楽譜と演奏のタイミングや長さの指示などの組み合わ
せによる表記が基本となっていた。Dグループは全グ
ループ中最も書き込みが多く、主に言葉と図形を用い
て詳細に音楽的イメージを表記していた。その中でも
特にタイミングや音の長さ、間といった演出上の指示

表2　音楽的イメージの表記の分類

項目 小項目 概要

言葉

担当者名 楽器などの担当者の名前を書いている

楽器名 使用する楽器の名前を書いている

イメージ・説明 表現したいイメージや表現方法について説明している

奏法の指示 使用する楽器の奏法についての具体的に指示している

オノマトペ 音のイメージをオノマトペで表現している

絵・図形

楽器の絵 使用する楽器を絵で表している

音のイメージ 音のイメージを絵（色や形）で表している

間の指示 間を開ける（休符）を図形で指示している

タイミング・音の長さ 音を鳴らすタイミングや長さ、時間的変化を線や図形で表している

奏法・音型 楽器の奏法や音の動きを線や図形で表している

楽譜

音符 鳴らす音の高さや数を音符で表す

リズム 表現するリズムを具体的に書いている

記号 音楽記号や楽語を用いている

表3　グループごとの項目別書き込み数

項目 小項目 Aグループ Bグループ Cグループ Dグループ

言葉

担当者名 68 26 0 59

楽器名 36 39 46 55

イメージ・説明 14 14 1 26

奏法の指示 18 23 5 58

オノマトペ 5 18 46 8

絵・図形

楽器の絵 8 12 2 1

音のイメージ 1 1 0 10

間の指示 3 8 0 33

タイミング・音の長さ 4 39 42 80

奏法・音型 9 5 3 42

楽譜

音符 14 3 18 11

リズム 0 2 16 1

記号 3 1 10 2

合計 187 191 143 386
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が多いことが特徴的であった。
　その他の特徴としては、全体的に音の動きを五線上
に引いた線の動きで表記する傾向が見られた。水谷・
麓（2014）における音のイメージを自由に描画で表現
する活動11では、音の動きを形のイメージとして捉え、
画面上に自由に拡大縮小して表現していた。それに対
して本研究では、①ト音記号などを用いた具体的な音
の高さの指示　②単に音の高低の違いのみの指示　に
よる2種類の表記が混在しており、それぞれのグルー
プにおいても場面や使用楽器などによっても表記の仕
方が異なっていた。このことから、グラフィック・ス
コアの作成過程において、学生たちが漠然とした音の
イメージではなく、より具体的な音の再現性を意識し
ていたことが示唆された。
　一方で、学生によるグラフィック・スコアに表記さ
れた内容は、伝統的な記譜法によって表記することが
できる。例えば図2における表記例においてはクレッ
シェンド記号の他に音符は1音も書かれていない。し
かしこれらを音符や記号を用いることによって各楽器
のリズムや奏法、強弱などの指示を具体的に表記する
ことも可能であることから、この場面を担当した学生
は楽譜の読み書きがあまり得意でないと推察された。
しかし、この学生は音のイメージやリズムを図形や
線、オノマトペによって表したり、奏法についても言
葉によって詳細な指示を与えるなど、自身の音楽的イ
メージを伝えるための工夫をしていることが窺える。
また同様のケースにおいて、他のグループでは音符や
休符を用いた表記も見られた。その場面を担当した学
生は、自身の音楽的イメージを表記するための必要な
記譜法の知識を持っていたと考えられた。このよう
に、学生は自身の持つ記譜法の知識によって表記法を
使い分け、音符や記号によって表せられないことにつ
いて言葉や図形、線などにより補っていた。また舞台
発表に向けての練習では、実際に音を鳴らしながら具
体的に音型や奏法、表現について話し合う様子が見ら
れた。

6　まとめ

　グラフィック・スコアを用いた記譜において、学生
たちは言葉、絵や図形、音符や音楽記号を自由に組み
合わせて音楽的イメージを表記した。音楽的イメージ
を表記するための選択肢が増えたことによって、学生
たちは自身の音楽的イメージを伝統的な記譜法の知識
の多寡にかかわらず楽譜として表記し、他者へ伝える
ことが可能となった。そのため伝統的な記譜法による
楽譜の読み書きが得意でない学生も、積極的に活動に
参加し自身の音楽的イメージを舞台発表に反映するこ
とができたと考えられた。
　本研究においては、グラフィック・スコアによる音

楽的イメージの共有に焦点を当てて分析および考察を
おこなった。そのため表記された内容および数と音楽
表現としての評価の関係性については考察していな
い。しかし表記された数が最も多かったDグループと
他のグループとの大きな違いは、一つ一つの表現に対
して異なる表記法を組み合わせてより詳細かつ具体的
に表記されていたことである。そのためDグループの
発表では、それぞれの場面においてグループ内での意
思統一が図られるとともに、全体的に作品の完成度が
高くなった。また他のグループにおいても、詳細なイ
メージや具体的な指示が表記された場面では、学生た
ちが自信を持って表現する様子が見られた。
　また、グラフィック・スコアからは、学生たちが物
語全体を一つの音楽作品として構成を考えながら文章
ごとのイメージを「背景」の音楽により表現し、効果
音と組み合わせて表現する様子なども読み取れた。こ
れは学生たちが音楽的イメージの表記を通して物語の
全体像を視覚的に把握し、音や場面の繋がりを意識し
ながら作業を進めたからだと考えられた。グループに
よって朗読と音や音楽との関係性を考慮した演出も見
られ、文章と音楽的イメージを同じ画面上に書き込ん
だ効果と考えられた。
　本論で考案したグラフィック・スコアについて、書
式および学生への例示についてはまだ改良の余地があ
る。また学生によるグラフィック・スコアは動作書法12

的であるため、創造的な音楽を生むための図形楽譜と
しては必ずしも適さない。しかし、十分な打ち合わせ
と練習を重ねることによって作り上げられた音楽的イ
メージを共有し、アンサンブルによって音楽表現とし
て再現するための手段として、グラフィック・スコア
は学生たちの表現をより高めることに貢献できる可能
性があると言えるのではないだろうか。

注
i  JケージやM.フェルドマンらが用いた図形楽譜（Graphic 
Notation）に対して、本研究における音楽的イメージを“記
譜”する手段としての図形楽譜を特に「グラフィック・スコ
ア」―図形総譜（Graphic Score）と呼ぶこととする。
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